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無
料
生
活
相
談

次
回
の
予
定

一
月
十
二
日
（
木
）

二
月
十
三
日
（
月
）

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

区

政

報

告

日
本
共
産
党
港
区
議
団
は

九
日
、
武
井
雅
昭
港
区
長
に

「
『
構
造
計
算
書
』
偽
装
事

件
に
関
わ
る
要
望
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は

「
代
表
質
問
で
も
取
り
上
げ

た
が
、
事
件
も
広
が
り
国
の

対
応
も
含
め
、
刻
々
状
況
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
党
議

員
団
と
し
て
も
説
明
会
に
参

加
し
た
り
、
被
害
者
の
方
か

ら
声
も
聞
い
て
い
る
。
改
め

て
区
に
対
応
を
求
め
た
い
」

と
要
望
し
ま
し
た
。

要
望
書
は
▼
シ
ノ
ケ
ン
に

対
し
、
居
住
者
へ
の
補
償
、

近
隣
住
民
の
移
転
補
償
な
ど
、

責
任
あ
る
対
応
を
行
う
よ
う
、

指
導
と
監
視
を
す
る
こ
と

▼
倒
壊
の
危
険
が
指
摘
さ
れ

た
三
棟
の
解
体
は
、
区
と
し

て
も
関
係
住
民
、
近
隣
住
民

の
要
望
を
良
く
聞
き
、
早
急

に
完
了
す
る
よ
う
に
尽
力
す

る
こ
と
▼
当
該
建
物
に
つ
い

て
は
、
危
険
建
築
物
で
あ
る

旨
、
表
示
す
る
こ
と
▼
専
門

家
の
協
力
も
含
め
総
合
的
な

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
の
構
造
検
査

の
助
成
を
行
う
こ
と
▼
港
区

が
行
っ
た
、
過
去
五
年
間
の

建
築
確
認
を
調
査
す
る
こ
と

▼
建
築
確
認
事
務
に
つ
い
て

は
建
築
行
政
に
責
任
あ
る
公

的
機
関
で
実
施
す
る
よ
う
関

係
法
令
の
改
正
を
国
に
求
め

る
こ
と
―
―
な
ど
八
項
目
。

区
長
は
「
国
に
は
改
善
を

求
め
て
い
く
。
解
体
な
ど
に

つ
い
て
の
建
築
主
へ
の
指
導

は
十
分
に
行
っ
て
い
く
」
と

答
え
ま
し
た
。

武
井
区
長
に
要
望
書
を
提
出

す
る
党
区
議
団
（＝
12
月
９
日
）

耐震偽装が明らかになった芝大門のマンション

総
合
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
は
、
十
二

月
八
日
、
六
本
木
店
の
屋
上
に
建

設
し
、
二
十
一
日
開
業
を
予
定
し

て
い
た
コ
ー

ス
タ
ー
「
ハ
ー

フ
パ
イ
プ
」

（
絶
叫
マ
シ
ー

ン
）
の
開
業

の
延
期
を
発

表
。
事
実
上

営
業
を
断
念

し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
を

め
ぐ
っ
て
は
、

深
夜
に
及
ぶ
騒
音
や
環
境
悪
化
を

心
配
す
る
地
元
商
店
主
や
住
民
ら

が
猛
反
発
し
、
反
対
運
動
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
み
な

さ
ん
の
運
動
が
、
開
業
の
延
期
、

実
質
的
な
中
止
に
な
っ
た
も
の
で

す
。同

社
が
同
日
、
港
区
な
ど
に
通

知
し
た
文
書
に
よ
る
と
、
「
反
対

運
動
等
に
屈
す
る
つ
も
り
は
い
さ

さ
か
も
あ
り
ま
せ
ん
」
が
「
運
営

中
止
・
施
設
の
撤
去
も
視
野
に
入

れ
」
る
と
し
て
い
ま
す
。

問
題
の
施
設
は
八
階
建
の
同
店

屋
上
に
設
置
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な

ど
の
「
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
競
技
」
を

模
し
た
全
長
約
五
十
二
メ
ー
ト
ル

の
Ｕ
字
形
レ
ー
ル
の
上
を
十
二
人

乗
り
の
ボ
ー
ド
が
走
路
を
往
復
す

る
大
型
遊
戯
施
設
で
す
。
ボ
ー
ド

は
、
高
さ
二
十
一
メ
ー
ト
ル
か
ら

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
駆
動
で
猛
ス
ピ
ー

ド
で
滑
降
し
ま
す
。
地
上
か
ら
施

設
最
上
部
ま
で
の
高
さ
五
十
メ
ー

ト
ル
を
超
え
ま
す
。

こ
の
施
設
に
対
し
、
六
本
木
商

店
街
振
興
会
や
六
本
木
町
会
な
ど

地
元
十
団
体
は
、
「
深
夜
ま
で
騒

音
や
叫
声
が
響
き
わ
た
る
。
環
境

が
悪
化
し
、
子
供
た
ち
へ
の
影
響

も
心
配
」
な
ど
と
し
て
、
設
置
に

反
対
す
る
請
願
を
港
区
議
会
に
提

出
し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

屋
上
の
絶
叫
マ
シ
ー
ン

ド
ン･

キ
ホ
ー
テ

港
区
六
本
木
店

営業を断念した絶叫マシン

熊
田
ち
づ
子
区
議
、
第
４

回
定
例
会
で
日
本
共
産
党

を
代
表
し
て
、
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
、
質
問
に
た
ち
介
護
施

設
入
所
者
へ
の
区
の
独
自

助
成
制
度
の
創
設
、
要
介

護
軽
度
者
へ
の
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
問
題
、
構
造
計
算
書

の
偽
造
問
題
、
障
害
者
の

自
立
支
援
法
等
１
０
項
目

に
わ
た
り
区
長
と
議
長
に

質
問
行
い
ま
し
た
。
詳
細

は
、
区
政
報
告
、
区
議
団

ニ
ュ
ー
ス
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

庶民いじめの大増税反対 憲法９条改悪反対 の声をあげましょう。
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党
区
議
団
は
、
小
・
中

学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が

学
校
規
模
等
に
よ
っ
て
、

父
母
負
担
に
大
き
な
違
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
父
母

負
担
の
軽
減
、
格
差
是
正

の
立
場
か
ら
、
教
育
委
員

会
と
し
て
卒
業
ア
ル
バ
ム

作
成
費
の
助
成
を
行
う
よ

う
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
教
育
委
委
員
会

が
ま
じ
め
に
検
討
を
し
て

こ
な
か
っ
た
た
め
、
「
港

区
立
小
学
校
及
び
中
学
校

卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
等
作

成
費
の
補
助
に
関
す
る
条

例
（
一
万
円
を
限
度
に
補

助
す
る
も
の
）
」
を
提
案

し
ま
し
た
。
各
会
派
に
条

例
の
共
同
提
案
を
よ
び
か

け
、
党
区
議
六
名
を
含
め

八
名
で
提
案
し
、
区
民
文

教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て

い
ま
す
。

条
例
提
案
を

受
け
、
教
育
委
員
会
で
も

父
母
負
担
の
軽
減
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
い
、
二
〇

〇
六
年
度
か
ら
ア
ル
バ
ム

代
、
社
会
科
見
学
の
費
用
、

補
助
教
材
費
、
検
定
費
用

な
ど
の
助
成
の
た
め
の
予

算
要
求
を
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
助
成
金
額
は

予
算
案
が
発
表
さ
れ
る
ま

で
明
ら
か
に
な
り
ま
せ
ん

が
、
父
母
負
担
の
軽
減
を

求
め
る
み
な
さ
ん
の
声
を

議
会
で
取
り
上
げ
、
条
例

提
案
が
結
果
的
に
区
の
施

策
と
し
て
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

党
区
議
団
の
条
例
提
案
を
受
け
、
教
育
委
員
会
で
検
討

小・中学校卒業アルバム代や

補助教材費の一部助成

区
立
の
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
第
一

号
が
、
三
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
場
所
は
、
港
南
一
丁
目
四

番
の
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
上
に
あ

る
芝
浦
中
央
公
園
で
す
。
（
品
川

駅
か
ら
徒
歩
十
分
）
利
用
料
は
一

時
間
当
た
り
六
百
円
と
軽
に
利
用

で
き
る
料
金
で
す
。
照
明
料
も
一

時
間
六
百
円
で
す
。
利
用
す
る
場

合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
団

体
登
録
し
て
、
申
込
み
は
二
カ
月

前
か
ら
『
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
』
で

受
付
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
団
体

登
録
の
受
付
は
一
月
二
十
一
日
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

区
立
の
フ
ッ
ト
サ
ル
場
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
日

本
民
主
青
年
同
盟
港
地
区
委
員
会

の

青

年

が

中
心
と
な
っ

て

、

民

間

の

フ

ッ

ト

サ
ル
場
は
一
時
間
一
万
円
も
す
る

こ
と
、
な
か
な
か
利
用
で
き
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
気
軽
に
利
用
で

き
る
料
金
の
「
区
立
フ
ッ
ト
サ
ル

場
を
つ
く
っ
て
」
と
長
年
運
動
し

て
き
た
こ
と
、
青
年
の
声
を
受
け
、

党
区
議
団
も
機
会
あ
る
ご
と
に
質

問
・
提
案
し
て
き
て
こ
と
が
実
っ

た
も
の
で
す
。

二
番
目
は
、
芝
プ
ー
ル
が
プ
ー

ル
と
し
て
利
用
し
な
い
期
間
に
蓋

か
け
し
て
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
と
し

て
利
用
す
る
も
の
で
す
。
七
月
完

成
め
ざ
し
て
工
事
中
で
す
。

芝
浦
中
央
公
園
の
フ
ッ
ト
サ
ル
場
、
三
月
オ
ー
プ
ン

一
月
二
十
一
日
か
ら
団
体
登
録
の
受
付
け
開
始

区
は
、
第
三
期
（
一
八
年
度
か

ら
二
〇
年
度
）
の
介
護
保
険
料
の

見
込
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
六
段
階

の
保
険
料
を
新
し
く
一
〇
段
階
に

す
る
こ
と
や
、
基
準
の
保
険
料
額

が
四
六
五
〇
円
に
な
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
倍
以
上
の
保
険
料
額
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
方
も
出
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
民
・
公
明

の
小
泉
内
閣
に
よ
る
、
公
的
年
金

控
除
の
縮
小
や
老
年
者
控
除
の
廃

止
、
定
率
減
税
の
半
減
、
非
課
税

限
度
額
の
廃
止
の
高
齢
者
へ
の
四

つ
の
増
税
・
負
担
増
が
同
時
に
行

わ
れ
る
結
果
で
す
。
こ
れ
で
は
、

生
活
自
体
が
な
り
た
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
は
国
が

給
付
費
の
二
五
％
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
港
区
の

場
合
は
調
整
交
付
金
が
す
く
な
い

た
め
、
二
二
・
二
二
％
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
も
保
険
料
が

引
き
上
が
る
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
る
と
、

そ
の
費
用
が
保
険
料
に
は
ね
返
る

仕
組
み
自
体
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
国
の
負
担
を

当
面
三
〇
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、

施
設
建
設
な
ど
の
費
用
を
保
険
料

に
は
ね
返
る
仕
組
み
を
変
え
る
こ

と
、
区
独
自
の
減
免
制
度
を
拡
大

す
る
こ
と
な
ど
を
要
求
し
て
い
ま

す
。

第
三
期
の
保
険
料

区
が
発
表

基
準
の
保
険
料
が
三
、
二
五
〇
円
か
ら
四
、
六
五
〇
円
に
大
幅
値
上
げ

介 護
保 険

東
麻
布
一
丁
目
平
和
堂
跡
地

に
計
画
さ
れ
て
い
る
二
十
七
階

ビ
ル
建
築
計
画
は
住
民
と
の
話

し
合
い
の
途
中
で
、
事
業
主
が

三
菱
地
所
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
三
菱
地
所
は
、
建
築

計
画
、
工
事
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
が
な
い
ま
ま
、
十
二
月
十

九
日
、
隣
接
住
民
数
軒
に
工
事

予
定
書
を
投
函
し
た
だ
け
で
工

事
を
強
行
。
こ
れ
に
対
し
、
地

域
住
民
四
十
数
名
が
早
朝
よ
り

現
場
で
一
方
的
な
工
事
を
や
め

る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
寒
い
中
「
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ビ
ル
は
い
ら
な
い
」
等
の
ぼ

り
や
垂
れ
幕
を
手
に
３
時
間
に

及
ぶ
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

先
の
定
例
会
で
、
熊
田
区
議

は
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
「
事

業
者
の
住
民
無
視
の
強
引
な
や

り
方
を
や
め
さ
せ
、
新
し
い
事

業
主
で
あ
る
三
菱
地
所
は
建
築

計
画
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
住
民

と
話
し
合
う
よ
う
指
導
す
る
よ

う
」
区
長
に
求
め
ま
し
た
。
区

長
は
「
建
築
主
に
対
し
、
近
隣

の
方
々
と
の
話
し
合
い
に
よ
り

紛
争
解
決
を
図
る
よ
う
強
く
指

導
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
今
回
の
計
画
は
、

わ
ず
か
四
百
坪
の
狭
い
敷
地
に

木
造
住
宅
と
隣
接
し
て
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
も
の
超
高
層
ビ
ル
建

設
を
す
る
事
自
体
に
無
理
が
あ

り
ま
す
。
日
影
や
強
風
、
電
波

障
害
な
ど
周
辺
環
境
に
配
慮
し

た
計
画
に
変
更
さ
れ
る
よ
う
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ

せ
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
ま
ち
に
27
階
は
高
す
ぎ
る

住
民
立
ち
上
が
る


